








要約:住民の健康管理、保健サービス提供の一元化は重要なことであるが、保健事業が目指

しているのは住民の健康に対する満足の向上である。住民に満足される保健事業を行なう

ためには、住民のニーズ調査、市町村保健事業の業務量分析と目標値設定が必要であるが、

市町村が策定した保健計画をシステム工学的手法により分析した結果、そのための検討は

十分なされていないことがわかった。質を含めた業務量の測定および検討を厳密に行なう

ことは非常に困難であるが、県と市町村との役割分担を行なうためには必要なことであり、

こうした詰めを行なわずに市町村に事業を任せるとサービスの低下を招き住民の満足が低

下する。県は市町村との役割分担を明確ここし資源の有効な配分を行なうために、市町村

が業務量分析と事業目標値設定を行なうために必要な現状分析の資料作成を行なう必要が

ある。 


